
『聖ヨハネの斬』
（1608年） 

 

 ところが、良い機会が訪れた。ヘロデがその
誕生日に、重臣や、千人隊長や、ガリラヤの
おもだった人などを招いて、祝宴を設けたと
き、22 ヘロデヤの娘が入って来て、踊りを
踊ったので、ヘロデも列席の人々も喜んだ。
そこで王は、この少女に、「何でもほしい物
を言いなさい。与えよう」と言った。23 ま
た、「おまえの望む物なら、私の国の半分で
も、与えよう」と言って、誓った。24 そこ
で少女は出て行って、「何を願いましょう
か」とその母親に言った。すると母親は、
「バプテスマのヨハネの首」と言った。25 
そこで少女はすぐに、大急ぎで王の前に行き、
こう言って頼んだ。「今すぐに、バプテスマ
のヨハネの首を盆に載せていただきとうござ
います。」 

  26 王は非常に心を痛めたが、自分の誓いも
あり、列席の人々の手前もあって、少女の願
いを退けることを好まなかった。27 そこで
王は、すぐに護衛兵をやって、ヨハネの首を
持って来るように命令した。護衛兵は行って、
牢の中でヨハネの首をはね、28 その首を盆
に載せて持って来て、少女に渡した。少女は、
それを母親に渡した。29 ヨハネの弟子たち
は、このことを聞いたので、やって来て、遺
体を引き取り、墓に納めたのであった。 

  マコ6:21-29 
 マタ14，3-12；ルカ3，19-20 



『ラザロの蘇生』 
（1609年頃） 

 

 そこでイエスは、またも心のうちに憤り
を覚えながら、墓に来られた。墓はほら
穴であって、石がそこに立てかけてあっ
た。39 イエスは言われた。「その石を取
りのけなさい。」死んだ人の姉妹マルタ
は言った。「主よ。もう臭くなっており
ましょう。四日になりますから。」 

  40 イエスは彼女に言われた。「もしあな
たが信じるなら、あなたは神の栄光を見
る、とわたしは言ったではありません
か。」41 そこで、彼らは石を取りのけた。
イエスは目を上げて、言われた。「父よ。
わたしの願いを聞いてくださったことを
感謝いたします。42 わたしは、あなたが
いつもわたしの願いを聞いてくださるこ
とを知っておりました。しかしわたしは、
回りにいる群衆のために、この人々が、
あなたがわたしをお遣わしになったこと
を信じるようになるために、こう申した
のです。」43 そして、イエスはそう言わ
れると、大声で叫ばれた。「ラザロよ。
出て来なさい。」44 すると、死んでいた
人が、手と足を長い布で巻かれたままで
出て来た。彼の顔は布切れで包まれてい
た。イエスは彼らに言われた。「ほどい
てやって、帰らせなさい。」ヨハ11:38-
44 

 ヨハ11，1-54 



『聖ペテロの否』
（1609年頃） 

 

 ペテロが下の庭にいると、大祭司の女中
のひとりが来て、67 ペテロが火にあたっ
ているのを見かけ、彼をじっと見つめて、
言った。「あなたも、あのナザレ人、あ
のイエスといっしょにいましたね。」68 
しかし、ペテロはそれを打ち消して、
「何を言っているのか、わからない。見
当もつかない」と言って、出口のほうへ
と出て行った。69 すると女中は、ペテロ
を見て、そばに立っていた人たちに、ま
た、「この人はあの仲間です」と言いだ
した。70 しかし、ペテロは再び打ち消し
た。しばらくすると、そばに立っていた
その人たちが、またペテロに言った。
「確かに、あなたはあの仲間だ。ガリラ
ヤ人なのだから。」71 しかし、彼はのろ
いをかけて誓い始め、「私は、あなたが
たの話しているその人を知りません」と
言った。72 するとすぐに、鶏が、二度目
に鳴いた。そこでペテロは、「鶏が二度
鳴く前に、あなたは、わたしを知らない
と三度言います」というイエスのおこと
ばを思い出した。それに思い当たったと
き、彼は泣き出した。マコ 14:66-72 

 マタ26，69-75 
 ルカ22，55-62 
 ヨハ18，15-18.25-27 



『羊飼いの礼』
（1609年） 

 

 さて、この土地に、羊飼いたちが、野宿で夜
番をしながら羊の群れを見守っていた。 9 す
ると、主の使いが彼らのところに来て、主の
栄光が回りを照らしたので、彼らはひどく恐
れた。10 御使いは彼らに言った。「恐れるこ
とはありません。今、私はこの民全体のため
のすばらしい喜びを知らせに来たのです。11 
きょうダビデの町で、あなたがたのために、
救い主がお生まれになりました。この方こそ
主キリストです。12 あなたがたは、布にくる
まって飼葉おけに寝ておられるみどりごを見
つけます。これが、あなたがたのためのしる
しです。」13 すると、たちまち、その御使い
といっしょに、多くの天の軍勢が現れて、神
を賛美して言った。14 「いと高き所に、栄光
が、神にあるように。 地の上に、平和が、 
御心にかなう人々にあるように。」15 御使い
たちが彼らを離れて天に帰ったとき、羊飼い
たちは互いに話し合った。「さあ、ベツレヘ
ムに行って、主が私たちに知らせてくださっ
たこの出来事を見て来よう。」16 そして急い
で行って、マリヤとヨセフと、飼葉おけに寝
ておられるみどりごとを捜し当てた。 17 それ
を見たとき、羊飼いたちは、この幼子につい
て告げられたことを知らせた。18 それを聞い
た人たちはみな、羊飼いの話したことに驚い
た。19 しかしマリヤは、これらのことをすべ
て心に納めて、思いを巡らしていた。ルカ
2:8-20 


